
＜令和７年度の努力点＞ 

 昨年度の意見を参考にして、今年度の改善できる点を

努力点として以下のようにまとめ、実践に向けて取り組

みます。 

（  健 康  ）  

「やってみたい」と体を動かす体験を大切にし、挑戦す

る気持ちや集団遊びでの育ちを体験を通して学び、基礎

体力づくりや継続した取組の充実を図る。 

（ 人間関係 ） 

 園内外の異年齢交流 

を通して、いろいろな人 

と触れ合う楽しさや喜び 

を感じる。 

（  環 境  ）   

 遊びの中で“いろいろなしかけ”をつくり、心を動かし

て主体的に関わろうとする。 

（  言 葉  ） 

「いいことばの日」の取組を継続して園全体に広めな 

がら、やさしく温かい言葉が飛び交う園づくりに努める。 

（  表 現  ）  

「たのしいな」「うれしいな」「きれいだな」「すごいな」

など様々な方法で表現し、伝え合う楽しさを味わえるよ

うにする。 

（ 一貫教育 ）  

園小中や地域との交流を通して、和木学園構想の「みん

なが生徒、みんなが先生」を体験し「10 の姿」でみつめ

ながら、地域で共に育つ良さを共有していく。 

（ 英語教育）               

国際交流支援員と一緒に過ごす環境の中で、自然に英

語に親しみ、英語を楽しむ。 

(その他) 

ICT支援ツールを活用し、 

園運営の活性化や保育の 

見える化を図る。 

 

＜こいのぼり揚げ式＞ 

２２日（火）こいのぼり揚

げ式をしました。自分で作っ

た自慢のこいのぼりを持っ

て元気いっぱい集合すると、

「この目は虹色なんだよ」

「このうろこはリボンの形

なんだよ」と工夫したところを伝え合いました。「こいのぼ

りクイズ」にも全園児が挑戦し、盛り上がった後は、みん

なでお散歩をしました。年中組と年長組はペアで手をつな

ぎ、こいのぼりのお陰でとても仲良くなれました。 

「ゆっくりね」「よろしくね」とやさしい言葉をかけてく

れている年長さんの姿を見ると「さすがこども園のリーダ

ー！」と頼もしさを感じたひと時でした。これからも交流

がたくさんあります。楽しみですね！ 

園の大きなこいのぼりも５月７日まで園庭を元気に泳

いでいるのでご覧ください。 

 

 今年度も「パパの会」から、「こども達のためにできるこ

とはありますか？」と積極的なお声かけをいただき、早速 

年中組の横の“畑づくり大作戦”にアイデアとパワーのご

協力を頂きました！あっという間につつじを通用門前の

花壇に移植し、畑スペースができあがると、子どもたちに

とって、そこは特別な場所へと早変わりです。 

これから、子どもたちにとって畑づくりがどう展開して

いくのか楽しみです。成功も失敗も、いい経験となること

間違いなしですね。「できる人ができる時に！」の「パパの

会」の活動に感謝しながら、子どもたちへの思いを大切に

受け取り、広げていきたいと思います。 

 

かけはし（R７.５.1 号） 

 

＜お世話になります パパの会！＞ 

 



＜コミュニティ・スクール＞ 

今年も「ひまわりの絆プロジェクト」が引き継がれました。 

このプロジェクトは、交通事故で亡くなった当時 4歳の陽 

大（はると）ちゃんが、生前に育てていたひまわりの種を遺

族から警察官が受け取

り、花壇に植え付けた

ところ、大輪の花を咲

かせたことから、全国

でそのひまわりを咲か

せ、交通安全と命の大

切さを訴えていこうと

いう取組です。 

 園では、この取組を年長組がずっと引き継いでいます。 

「みんなも交通安全に

気を付けましょう」と

今年も、警察官の川野

さんに横断歩道の渡り

方を直接ご指導いただ

きました。園庭に大き

く描いた横断歩道と、

警察官の川野さんをみ 

つけると、外遊びをしていた子どもたちも「い～れ～て～！」

とやってきました。0歳児から年長児まで、全園児が横断歩道

の渡り方を教えていただくことができました。年長児が２歳

児の手を引いて教わった渡り方を伝授している姿もあり、最

高の学びの場となりました。警察官の川野さん、ご協力あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４月２３日（水）に誕生会がありました。 

誕生会は、学年のみんなでその月の誕生児をお祝いし

ます。「大きくなっておめでとう。」をしっかり伝え、

こども園では、更に「みんなで一緒に大きくなってお

めでとう！」を目指します。年中組の誕生会では質問

コーナーで「お友達に聞きたいことがいっぱい！」 

これからの園生活でお友達とたくさんかかわり、た

くさんの「学び」と

「成長」につながっ

ていくよう、「わく

わくするようなこ

ども園づくり」に努

めていきたいと思

います。 

 

 

年少組から楽しそうな歌声やお友達の名前を呼ぶ声

が聞こえてくるようになりました。ある日、みんなの

大好きな外遊びをのぞいてみると、「ダンゴムシ見～つ

けた！」というお友達の周りに「見せて見せて！」と

集まり、ダンゴムシ探しが始まりました。 

思い思いに「楽しい！」を見つけながら、遊びの中

でたくさんの刺激や学びがあります。安心できる環境

になってきて

い る こ と で

「楽しい！」

が広がってい

るのを感じら

れたひとコマ

でした。 

 

 天気のいい日に、お散歩をしました。 

この日は、中学校の桜や園駐車場側の用水路に行きま

した。「おさかなさん、ごはんですよー」と鯉に餌をや

ったり、「きれいなお花だね～」とお花を摘んだり、春

を感じながらいろいろな 

ことが感じられる大事な 

時間です。 

これからもいろいろな 

ものを見て、季節を感じ 

て・・の環境を大切にし 

ていきます。 

４月１４日（月）に、役場前のロータリーで春の交通安全

運動「スピードダウンキャンペーン」が実施されました。こ

ども園からは、年長組５１名が参加して運転手さんに元気

よくスピードダウンをお願いしながら、一人ひとりがチラ

シ等を手渡しました。園のリーダーとして地域のために貢

献できた初めての活動でしたが、大きな声で立派に務める

ことができました。リーダーとしての活躍が楽しみです。 

 

 

 

＜年長コーナー＞ 

 

＜年中コーナー＞ 

 

＜年少コーナー＞ 

 



 


